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　本書の「移動と歩行」との題名から，歩行機能不
全に対するリハビリテーション医療のアプローチに
関する内容を想像して読んでみた．ところが，本書
は“移動”の概念について単に物理的移動を意味す
るのではなく，「移動と歩行」の終局的課題を社会参
加に視点を置いたものであった．これまで歩行に関
する書籍はたくさん上梓されているが，その多くは
疾患別に歩行分析・歩行練習法を紹介するもので
あった．本書は従来の歩行分析・評価や疾患別の歩
行機能不全に対する医学的リハビリテーション関連
の著書とは異なり，人間の移動の根源と本質をその
生命に発し，行動圏の拡大をキーポイントとして社
会的リハビリテーションを含む広い視座からとらえ
ており，従来，存在しなかった斬新な書籍である．
　編集者らは，“移動”という現象を細胞・組織・器
官などの総合システムとしてとらえ，個人の「移動
圏」を定義している．「移動圏」とは（1）病院内，
（2）外来通院，（3）市町村内，（4）市町村内～県内，
（5）市町村内～国内，（6）海外への移動の 6段階に
分類したものである．また，生活範囲の拡大とその
移動手段について，各疾患別の移動圏の拡大が人間
らしい社会参加には欠かせないと考察し，代表疾患
別に各ステージにおけるリハビリテーションのアプ
ローチをわかりやすく解説している．
　本書は 3つの章で構成されている．第 1章では，
生物学，運動生理学，霊長類の進化，人間発達など
の基礎医学的知識の確認から始まっており，長く忘
れかけていた点を想起できた．初学者にとっても理
解しやすく解説されている．第 2章では，個々の疾
患者の日常生活活動における移動に関する評価や制
限因子，社会的リハビリテーションと関連して福祉
用具の利用や環境整備の対処法について詳細に解説

されている．第 3章では，疾患別の歩行を含めた移
動能力の向上策や治療を移動圏別に分類して，具体
的に記述している点が特徴である．さらに，リハビ
リテーションの対象は，「臓器や器官ではなく，それ
に罹患した人間」であり，各疾患別移動圏の拡大が
人間らしい社会参加につながることが強調されてい
る．
　在院日数が短縮されて急性期・回復期・生活期と
称する分業化が進む中，私はリハビリテーション科
専門医の 1人として，対象者のライフステージにわ
たる生活を総体的に考慮する機会が少ない現状を切
実な課題であると実感している．そのようなとき，
本書は基礎医学を含め，“移動”の概念をミクロ・マ
クロ的に再考することの重要性を提言していると思
えた．また，初学者にとっても，歩くこと自体の意
味について単に運動学的な動作ではなく，生活とし
てとらえることが肝要であることを再認識した．
　リハビリテーション医療は，対象者自身が自己決
定し，己の人生を選択し，開発していく“移動”を
支援することであるとの考え方が根底にあることに
は大いに共感する．今後，ますます「地域包括シス
テム」が推進される現実を直視すると，保健，医療，
福祉領域の関連職者に求められる姿勢はより総合科
学的なものとなるであろう．よって，本書の企画意
図は，“移動”の概念を細胞から地球・宇宙にわたる
ミクロ・マクロ的視座からとらえ，生命とリハビリ
テーションとを見つめ直す機会を提供していること
から，全ての関係者にとって一読する価値ある書籍
であると考える．
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